
学位論文内容の要旨 

本学位論文の目的は，刑事司法手続き上にいる，触法行為をした障害者に対する福

祉的支援の一つである「入口支援」に着目し，かれらの受入先になっている，障害福

祉サービス事業所における，障害のある被疑者・被告人の受入の構造とプロセスにつ

いて，定性的（質的）データを用いて，実証的に明らかにすることである． 

研究枠組みは，「入口支援」の展開に過程に基づき，障害のある被疑者・被告人の

起訴中の時期を「受入検討期」，判決直後から福祉サービス利用開始の時期を「受入

準備期」，そして，福祉サービス利用開始後を「受入開始期」に分けたうえで，研究

の視点を「職員による支援内容」および受入に対する「職員の不安と不安軽減要因」

として設定した． 

「受入準備期」における支援内容は，A 県内の障害福祉サービス事業所の職員6人

に対し，インタビュー調査を実施した。逐語記録の文字数は41,573文字である．分析

方法は定性的コーディングを用いた．分析の結果，支援内容は，《体験利用を通して

の利用意思と適応能力の確認》《事例の確認とサービスの調整》として明らかにでき

た． 

「受入開始期」における支援内容は，3県の障害福祉サービス事業所の職員9人に対

し，インタビュー調査を実施した。逐語記録の文字数は98,587文字である．分析方法

は定性的コーディングを用いた．分析の結果，支援内容は「再犯をしないための働き

かけ」と「生活の安定化に向けた働きかけ」に分かれ，前者は《ルールの伝達と約束

に基づく促しと確認》として，後者は《生活の基盤作りに基づく評価の実施および確

認とストレングスの発見》として明らかにできた． 

受入に対する職員の不安と不安軽減要因は，4県の障害福祉サービス事業所の職員14

人に対し，インタビュー調査を実施した。逐語記録の文字数は186,698文字である．分

析方法は定性的コーディングを用いた．分析の結果，障害のある被疑者・被告人を受

入れた事業所の職員が，受入の際に感じた不安は，職員自身の不安を表した《自身の
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経験不足および能力に対する不安》と，障害のある被疑者・被告人に対する職員の不

安を表した《障害のある被疑者・被告人の社会関係に対する不安》として明らかにで

きた．また，不安軽減要因は，《情報収集や評価による相手の理解》と《身元保証の

確認および連携とバックアップ体制の確立》として明らかにできた． 

本学位論文の研究の結果，障害福祉サービス事業所における障害のある被疑者・被

告人の受入は，以下のように説明できる． 

障害福祉サービス事業所の職員は，その支援内容として，「受入準備期」では，本

人に対する支援内容である《体験利用を通しての利用意思と適応能力の確認》と環境

に対する支援内容である《事例の確認とサービスの調整》に取り組んでいた．また，

「受入開始期」では，「再犯をしないための働きかけ」である《ルールの伝達と約束

に基づく促しと確認》と ，「生活の安定化に向けた働きかけ」である《生活の基盤作

りに基づく評価の実施および確認とストレングスの発見》に取り組んでおり,両者は影

響し合っていた． 

受入に対する職員の不安とは，職員自身の《自身の経験不足および能力に対する不

安》と，障害のある被疑者・被告人に対する《障害のある被疑者・被告人の社会関係

に対する不安》であった．そして，前者の不安軽減要因は《情報収集や評価による相

手の理解》であり，後者の不安軽減要因は《身元保証の確認および連携とバックアッ

プの確立》であった．《情報収集や評価による相手の理解》《身元保証の確認および

連携とバックアップの確立》は相互に影響しながら，《自身の経験不足および能力に

対する不安》と，《障害のある被疑者・被告人の社会関係に対する不安》を軽減して

いた． 

加えて，「職員による支援内容」と「職員の不安と不安軽減要因」の関係について

は，「受入準備期」の《体験利用を通しての利用意思と適応能力の確認》と《事例の

確認とサービスの調整》は，同時に取り組まれながら，《情報収集や評価による相手

の理解》と《身元保証の確認および連携とバックアップの確立》を導いていた．「受

入開始期」の支援内容である《ルールの伝達と約束に基づく促しと確認》と《生活の

基盤作りに基づく評価の実施および確認とストレングスの発見》と，《情報収集や評

価による相手の理解》《身元保証の確認および連携とバックアップの確立》は,相互に

影響し合っていた． 

本学位論文での成果は，従来，司法福祉の領域において，「入口支援」に関する研

究では明らかにされてこなかった，「入口支援」を通じた障害福祉サービス事業所に

おける障害のある被疑者・被告人の受入に関する支援の内容，受入に対する職員の不

安と不安軽減要因、および両者の関係が，「受入検討期」を除いて，限定的ではある

ものの，定性的データに基づいて実証的に明らかにされたことである． 
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論文審査結果の要旨 

 

本論文は、刑事司法手続き上にいる、触法行為をした障害者に対する福祉的支援の一

つである「入口支援」に着目し、彼らの受入先になっている障害福祉サービス事業所に

おける、障害のある被疑者・被告人の受入の構造とプロセスについて、定性的（質的）

データを用いて、実証的に明らかにすることを目的としている。本論文では、この目的

を達成するため、「入口支援」の展開過程に基づき、障害のある被疑者・被告人の起訴

中の時期を「受入検討期」、判決直後から福祉サービス利用開始の時期を「受入準備期」、

福祉サービス利用開始後を「受入開始期」に分け、研究の視点を「職員による支援内容」

および受入に対する「職員の不安と不安軽減要因」として設定している。得られた成果

は次のとおりである。 
本論文では、第一に、「受入準備期」における職員の支援内容は、本人には《体験利

用を通しての利用意思と適応能力の確認》、環境には《事例の確認とサービスの調整》

として明らかにしている。「受入開始期」における職員の支援内容は、再犯をしないた

めの《ルールの伝達と約束に基づく促しと確認》、生活の安定化のための《生活の基盤

作りに基づく評価の実施および確認とストレングスの発見》として明らかにしている。

第二に、受入に対する職員の不安は《自身の経験不足および能力に対する不安》、《障害

のある被疑者・被告人の社会関係に対する不安》として、不安軽減要因は《情報収集や

評価による相手の理解》《身元保証の確認および連携とバックアップ体制の確立》とし

てそれぞれ明らかにしている。そして第三に、「職員による支援内容」と「職員の不安

と不安軽減要因」の関係についても、相互に影響し合っていることを、関係図を用いて

具体的に明らかにしている。したがって、本論文での成果は、従来明らかにされてこな

かった「入口支援」を通じた障害福祉サービス事業所における障害のある被疑者・被告

人の受入に関する支援の内容、受入に対する職員の不安と不安軽減要因、および両者の

関係について新しい知見を提供するものである。 
以上の結果より、本論文の成果は、学術上、実際上ともに保健福祉学分野の発展に寄

与するところが少なくない。よって、本論文は博士（保健福祉学）の学位論文として価

値あるものと認める。 


